
療育計画（支援プログラム）・詳細版 

幼児発達支援センター柏学園                                            作成日：令和７年２月１日 

支援方針 

個人あるいは小集団での療育を通して、色々な遊びを味わいながら、基本的な生活の習慣づくりや人との関わりの楽しさ

を育むことを目的とします。また利用者を中心に捉えた「いつでも、どこでも、誰でも、必要なだけ」、しかも「選択可能な」

ものである子育て関連の支援提供に努めます。 

 支 援 内 容 

本
人
支
援 

健康・生活 

睡眠、食事、排泄等の基本的な生活習慣を形成し、健康な心と体を育てるために必要な生活リズムを身につけ、基本的な

生活スキルを獲得できるように支援します。子どもが自分でやってみようという意欲を育てていくと共に、運動、認知、言

語、社会性の発達を評価し、発達段階に合わせ、生活年齢も考慮しながら支援します。 

運動・感覚 

日常生活に必要な姿勢保持や運動・行為の基本的技能を獲得できるように支援します。姿勢保持や運動・行為の基礎とな

る感覚の特性、特に触覚、前庭覚、固有覚を十分に評価し、必要な環境調整を行いながら、遊びを通して子どもが体を動か

すことから得られる楽しさを味わい、意欲が育まれていくように支援します。 

認知・行動 

周囲の環境（人や物）について適切に把握し、理解して、行動できるように支援します。運動、言語、社会性の発達との

領域間差や認知発達の領域内差を十分に評価し、本人の好きなこと、興味関心を活かしながら、子どもが楽しく意欲的に環

境と関わっていけるように支援します。 

言語・ 

コミュニケーション 

人との楽しい相互作用を基盤に、意思や感情のやりとりが行えるように支援します。言語のみではなく非言語コミュニケ

ーションも大切にし、わかった、伝わった、共有できたという体験を積み重ねながら、コミュニケーションの楽しさを十分

に味わっていけるように支援します。 

人間関係・社会性 

様々な領域の発達に繋がることを念頭に置いて、人と関わることの楽しさを味わうことができるように支援します。子ど

もとの信頼関係を構築し、愛着を土台として、安心・安全な環境の中で、子どもが主体的、能動的に生活し、遊ぶことを通

して、子どもの世界が広がっていくように支援します。 

家族支援 

家族支援は発達支援と同様に療育の大きな柱と考えています。年間２０回実施する個別療育、個別懇談や日々の記録の交

換を主としてタイムリーに相談に応じていくと共に、年２回の家庭訪問、月１回の親子通園、全体行事、保護者学習会、柏

学園版ペアトレの他、随時に個別相談を実施して、保護者が安心して子育てを行うことができるよう支援します。 

移行支援 

保育所、幼稚園等への移行及び併行通園をしている子どもへのフォローとして柏学園在籍時における療育内容、関わり方

について連携していき、保育所等から要請があれば可能な限りスタッフを派遣していきます。就学前の情報提供はもとより、

就学後も学校からの依頼に可能な限り応じて連携していきます。 

地域支援・地域連携 
府中町、海田町の母子保健事業や地域の保育所等へのスタッフ派遣、柏学園主催の公開療育、療育研修会、児童発達支援

事業連絡会を通して、地域の支援体制やネットワークの構築を図っていきます。 

職員の質の向上 
子どもたちへの発達支援や家族支援及び地域支援への知識技能はもとより、虐待や権利擁護、メンタルヘルスやこころの

病気についての知識技能の習得に努め、園内研修、法人内研修を実施するとともに外部研修にも積極的に参加していきます。 

主な行事等 

４月：入園式・家庭訪問  ５月：歓迎遠足   ６月：家族参観日        ７月：七夕会・公開療育 

８月：夏祭り       ９月：個人懇談  １０月：ふれあい祭・家庭訪問  １１月：親子レクリエーション 

１２月：クリスマス会    ２月：節分     ３月：ひな祭り・卒園式    ＊毎月：誕生日会 

 


